
	業務の実績の説明

	デジタル・ディバイド解消に向けた技術等研究開発（イデア・フロント株式会社）

	ネットワークカメラを用いた歩容評価による見守り支援システムの研究開発

	補助対象事業の概要

	【研究開発の全般について】

	1 補助対象事業の概要
	地域に設置したネットワークカメラ映像を用い、多様な条件下での歩行者映像抽出、歩容解析、複数の映像から抽出した歩容特徴の照合・類似度評価が行えるシステムの開発を行う。

	②補助対象事業の目標
	要支援者家族等の依頼に応じてネットワークカメラ映像を解析し、各カメラに映った歩行者が当該要支援者である可能性を評価し通知できるシステムを実現する。


	③研究開発期間
	平成２８年度～平成３０年度

	④補助金（前年度までの累計）
	0　千円

	【平成２８年度実施部分について】

	⑤平成２８年度補助金
	3,498千円

	⑥研究開発の実施内容
	映像から人物の検出・歩容データ抽出・評価を行うためのアルゴリズム、プログラムを開発する。

実験用機材を協力地域に臨時に設置して事前に同意を得た高齢者の歩行映像を収集し、アルゴリズム、プログラムの開発や開発したプログラムの評価等に用いる。

	【平成２８年度実施部分における研究開発課題の成果や評価結果について】

	⑦研究開発の成果
	本課題に適する歩容解析手法の検討・選定、テストプログラムの開発を進める一方、協力地域にて各種条件下での屋内、屋外での高齢者歩行映像を多数撮影した。異なるカメラ映像に映った歩行者が同一人物かを判定できるプログラムを開発し、収集した映像を用いてテストプログラムの評価を行った。テストの結果、屋外が明るい環境下では、高い精度での判定ができた。

	⑧研究成果の応用状況、利用状況
	現時点では応用・利用事例はない。

	⑨論文数
	１件
	⑩被引用論文数
	０件

	⑪特許申請件数（国内）
	０件
	⑫特許取得件数（国内）
	０件

	⑬特許申請件数（海外）
	０件
	⑭特許取得件数（海外）
	０件

	⑮受賞数（国内）
	０件
	⑯受賞数（海外）
	０件


